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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

1 ． 国内外の関連する環境法令、規制、及びその他の要求事項を遵守します。

2 ． 環境経営活動をCSR活動の一環として積極的に進めていきます。

3 ．

4 ． 廃棄物の排出量削減に努め、再資源化等のリサイクル活動を推進します。

5 ． 工場排水の管理基準を守り汚染防止に努めます。

6 ． 化学物質の適切な管理・運用を進め、使用量の削減に努めます。

7 ． 購入品、納入品に関して、グリーン調達を推進します。

8 ． 環境に配慮した製品の開発、設計を行い環境保全に取り組みます。

9 ． 工場及びその周辺地域の環境美化活動を推進します。

10 ．

株式会社 協和精工

当社は、企業理念「いい会社をつくろう」を掲げ、このすばらしい伊那谷の自然環境を守る為、企
業活動を通して、未来に向けて自然と共生する社会を目指します。

当社は、環境経営理念を実現する為、環境に配慮した精密機械部品製造・電気機器商品を開発
から製造まで手掛けています。
そして、生産活動と日常業務（本来の業務）の中で絶えず環境改善に努めてまいります。
この環境経営方針を達成するために、エコアクション21・環境経営ガイドラインに準拠した環境経
営マネジメントシステムを確立し、環境目的・目標の設定、定期的な見直しを通じて環境負荷低
減活動を進めてまいります。

生産活動と日常業務（本来の業務）の中で、不良品の削減、紙、電気、廃棄物の削減に努
め二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

社員一人ひとりの環境意識を高め、全社員が一致協力して社内はもとより地域社会にお
いても環境保全活動を遂行します。

代表取締役社長

環境経営方針

制定日： 2019年6月1日

　

橋 場  浩 之
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

株式会社 協和精工

代表取締役社長　橋場　浩之

（２） 所在地

本 社 工 場 長野県下伊那郡高森町山吹 1646-5

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 品質管理１課長 清水 正樹 TEL：0265-35-2421
担当者 総務部 山﨑 優子 TEL：0265-35-8288

松下 ひとみ

（４） 事業内容
電気機器（電磁クラッチ、電磁ブレーキ等）の設計・製造、設備機器・医療機器用の精密加工部品の製造及び

機械機器（減速ギヤ機構等）の製造

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 6 月 1 日 ～ 5 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社 協和精工
対象事業所： 本 社 工 場 

□事業や製品の紹介

   精密部品加工は、半導体製造装置や医療用検査測定機 オリジナルデザインの電磁ブレーキは、産業用ロボット
   向けの部品として使用され、高い加工精度と、安定した をはじめサーボモータ向けに使用され、自動車や半導体
   品質が求められています などの製造に貢献しています

   当社が組立てた地震津波計は、日本海溝をはじめとした 当社で設計し組立てた実験機は、地球を離れ国際宇宙ステ
   海底に設置され、地震や津波の発生を監視。災害の防止、 ーションの日本実験棟「きぼう」に搭載され、物質の測定、
   安全なくらしの確保に貢献しています 新たな素材の合成などに貢献しています

本 社 工 場 
201

2022年1月22日

5,759

334,130
合計
201名

5,759㎡
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

内部監査員

 環境管理責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境に関する内部監査の実施・報告

・環境に関する内部監査の計画内部監査チーム

・安全衛生委員会を通じ、環境負荷低減活動を実施

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・工場内外の5S巡回を実施し、指導及び指摘の改善を指示する

・安全衛生委員会の開催（1回/月）と議事録の作成

・環境事務局の運営の協力支援

安全衛生委員会

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、安全衛生委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の実績集計

安全衛生委員会

澤柳 修一 他

2021年6月1日

清水 正樹

社長 橋場 浩之

経営会議

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・環境経営レポートの確認

全従業員

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境管理責任者及び、社長への環境経営活動に関する提言

環境管理責任者

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

議長

委員長

橋場 浩之 山﨑 優子　松下 ひとみ

橋場 浩之

総務部
品質

保証部
第１事業部 技術支援部

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

第２事業部

役割・責任・権限

環境事務局

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

生産

管理

１課

加工

１課

組立

１課

品質

管理

１課

開発

技術課

生産

管理

２課

加工

２課

組立

２課

品質

管理

２課
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□主な環境負荷の実績

kg-CO2

kg

kg

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の2022年の係数　

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

〇

✕

✕

✕

✕

〇

単位

洗浄剤使用量削減

5,670 4,694

97%

6,116

6,780

97%

98%

97%

97%

24,341

98%

783

98% 97%

4,646

948,599

24,092

97%118% 98%

基準年度比 2020年 99% 105%

環境に配慮した生産活動

行動目標（次項による）

一般廃棄物の削減

kg 6,990 6,920 7,340

870 827 571 800

基準年度比 2020年 99% 118%

kg

2023年

72,570

評
価目標

廃棄物排出量

kWh/百万円 851.249 842.737 775.113

項　目 2020年 2021年

7,340

91,460

　一般廃棄物排出量

2019年

2,911

基準年度比 2020年 99%

　産業廃棄物排出量

基準年度比 2020年 99% 111%

108%

968,158 1,081,084

83%

kg-CO2

958,379

5,222 6,179

自動車燃料による二酸化
炭素削減

98%

kg-CO2 24,838 24,589 26,357

基準年度比
2020年

99% 106%

基準年度比
2020年

99%

灯油による二酸化炭素削
減

4,790 4,742

　　　　　　　　  　　　　　　　　年　度
　　項　目

㎥ 2,940

5,720 6,990

6,305 6,242

87,170

977,937 1,081,084

LPGによる二酸化炭素削
減

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

2,852

kg

834.224 825.712

98%

プラ廃棄物の削減

3,481 2,881

実績

基準値 2021年 2022年

基準年度比
2020年

6,850

977,937

99%

電力による二酸化炭素削減
kg-CO2 945,634 936,177 1,048,252 926,721 917,265

97%98%

原単位

0.406

（基準年) （目標） （目標）

二酸化炭素総排出量 989,942

水道水の削減

食品廃棄物
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年 46 47 32

32

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

26 38 41 46 5031 23 19 21

1月 3月 4月 5月

24 18 13 11 21 34 40 70 45 41 39

195,969 191,508 205,627 198,019 169,050 174,808

217,542 209,868

2月

211,461 206,379 187,374257,467

2月

209,539 247,057

1月 3月

201,048

190,355

10月8月7月6月 5月4月

191,614 211,976

211,976 223,860

達成状況

9月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 【取組結果】
生産量の増加に伴い製品洗浄工程稼働量も増大し、LPG使用量の増
加につながった。通期としては目標未達も、工場全体使用量自体はわ
ずかである。
【次年度の取組計画】
給湯を使用する際には出しっぱなしや出す量に気を付けるなど、ひと
りひとりができることに取り組む。

・GHPからEHPへ切り替え ○

0 0

0 0

188,794 182,556 190,355

198,331

12月11月

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

・蛍光灯のLED化（随時切替） ○

【取組結果】
第1事業部・第2事業部ともに生産量が増加し、売上高では対前年比でお
よそ122％の計上となったが、それに伴い機械稼働時間が増加。電力消
費量の増大につながり目標未達となった。
【次年度の取組計画】
継続的な節電対策として、照明や空調の使用量削減に取組むとともに、
中部電力様へ協力を仰ぎ電気に関する情報提供や省エネ診断等を活用
しできる対策を検討する。

数値目標 ✕

・不要照明の消灯 ○

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

0 0

・パソコン等の省電力設定 0

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月
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1
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2
月

3
月

4
月

5
月
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月
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灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2020年

2021年 391 340 354

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0 344

319 179 151

4月

94 0 0 196

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

数値目標

0 104

195 308 268 573

339 347

6月

309 486 160 360 867 501

7月

377 270 306

113 0110

○

520 322

【取組結果】
1クールは生産量の増加に伴い洗浄工程での使用量が微増。2クール
以降は冬場の低温時期だが食堂を移動したことで暖房が大型石油ス
トーブからエアコンに切り替わり、灯油使用量が減少したため、目標達
成。
【次年度の取組計画】
冬場の暖房の置き換えを検討するとともに、洗浄用の灯油についても
今まで以上にしっかりと管理し、全体の使用量を抑える。○

5月

0

・使用量削減の啓蒙

129

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

✕

71

349 385 443

126 137

4月 5月3月

349

297

460

0

0.8282

0

数値目標 〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

45894 71

【取組結果】
新型コロナウィルス感染拡大の影響で自動車利用による出張は減少
傾向にあるものの、生産量の増大に伴う物流量増加により燃料消費
量が増加した。
【次年度の取組計画】
エコドライブの推進などともに、Webミーティングの活用などで可能な
限り出張を控えることで自動車利用機会を削減、燃料消費量の削減
を検討していく。

・アイドリングストップ ○

・効率的なルートで配送 ○

・エコドライブなど運転方法の配慮 △

・タイヤ空気圧を適正に保つ ○

280
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2020年

2021年

一般廃棄物の削減

2020年

2021年

プラ廃棄物の削減

440 385 592 648

460 610 600 530 660

553 539 529 584

4月

3月

【取組結果】
分別方法や廃棄方法の再教育などを通じて一般廃棄ゴミの削減
に取組むも、売上増に伴う物流量や人員の増大が、廃棄ゴミの増
加につながった。
【次年度の取組計画】
通い箱化や緩衝材の削減などの検討を進めるとともに、廃棄物置
き場の整備・管理にも取組む。

511 559

5月

484

631 523

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月11月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

840 640

5月

520

530 750 420 490

12月

530

3月

520

9月 10月

635 568 168

7月

数値目標 ✕

・持ち込みゴミ（コンビニゴミなど）の持ち帰
り

○

580

9月

数値目標 ✕

8月

・分別の徹底 ○

・廃棄物削減の啓蒙 △

○

△

【取組結果】
プラ廃棄物の削減に地道に取組む一方、売り上げ増に伴う物流量
の増大が、緩衝材などに使用される緩衝材、梱包材などのプラゴミ
の増加につながってしまった
【次年度の取組計画】
一般廃棄物と同様、通い箱化や緩衝材の削減などの検討を進め
るとともに、廃棄物置き場の整備・管理にも取組む。

11月 12月 1月 2月 4月

10月8月6月

506 564

602 661 543 434

6月

達成状況

555

0

0

7月

451

達成状況

・分別の徹底 ○

・廃棄物削減の啓蒙 △

・持ち込みゴミ（コンビニゴミなど）の持ち帰
り

○

490 710 480 540 730

530 790 540 710

0

0

200

400

600

800

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

軽油（L)
2020年 2021年

0

200

400

600

800

1,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年
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2020年

2021年

水道水の削減

2020年

2021年 287 291 254 248 273

6月 7月 9月

353

243 207 189

8月 12月 1月 2月10月

229

5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

4月

295 278 266 232

11月

650330 530 470 540

3月

540

3月1月 2月

260

11月 12月

320390 490

6月

320

288 277

300 450

【取組結果】
洗浄工程で使用しているシャワーヘッド水漏れ修理や手洗い水道蛇
口レバーの交換などハード面での対応に加え各自での節水を啓蒙す
るも、生産量の増加による洗浄工程等での水道使用量が増加し目標
未達。
【次年度の取組計画】
引き続き、節水を啓蒙し無駄な使用の確認に取り組む。

330

4月 5月

243232 267 259

344 317 263286

△

7月 8月 9月 10月

達成状況

○

・節水への声掛け、啓蒙

数値目標 ✕

・節水シャワーヘッドへの交換

・水の流しっぱなしをしない 0

440

0 0

780 480 400 420 320

340 480 410 430

0

50

100

150

200

250

300

350

400

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

水道水（㎥） 2020年 2021年

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

プラ廃棄物（kg） 2020年 2021年

10 



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要望等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定：地震・火災

■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

油 及び 有害物質流出事故発生時の措置と届出

環境関連法規制の違反はありませんでした。その他、違反の指摘、苦情や訴訟もありませんでした。

2022/11/28 本社工場

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

本社工場　全従業員

新型コロナウィルスの感染再拡大の影響を受け昨年は実施できなかった全従業員参加での避難訓練を実施すること
ができた。また事前に各班での打合せの中で、改めて役割分担や必要な活動を検討、実施した。前年度より実施して
いる緊急連絡配信ツールであるきずなネットでの訓練配信も実施した。

化学物質排出把握管理促進
業務用空調機・恒温槽、冷蔵庫、空気圧縮機

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

購入品・調達品・購入先・外注先

フロン排出抑制法

労働安全衛生法
消防法（危険物）
グリーン購入法

SDSの受取

下水道法 簡易分離槽の清掃（年 2回）
水質汚濁法

指定数量未満の危険物保管
SDS義務のリスク評価

きずなネットを利用した

緊急連絡配信訓練の配信内

当日の様子

搬出班 通報救護班

消火班 総評の様子
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

   ■ 「健康経営」への取組
       社員全員参加で体操やストレッチ、ダイエットに向けた勉強会などを開催していた “ ハッピープロジェクト‼ ”
       現在は新型コロナウイルスの影響で、社員が集まっての体操などが難しい状況のため、毎月発行される
       社内報の中で健康に関する有用な情報の発信などを実施しています。
　　　またみんなで集まって気持ちよく体を動かせる日を心待ちにしています。

2021年8月31日

“ カーボンニュートラル ” への世界的な対応が急がれる環境となりました。
加工機械を動かすことで金属を加工し、製品を生産している当社としては、必然的に加工機械を稼
働させるための動力源として大量の電力を消費します。
残念ながら、使用電力を削減するために機械を動かさないという選択はできませんが、照明や空調
をはじめとして無駄の排除に取り組み、電力消費削減に貢献してまいります。
“ 地域のリーディングカンパニー ” として積極的に環境型社会へ対応してまいります。

12 



   ■ 社内及び会社周辺の大掃除の様子
       毎年 2回（夏と冬）に行われる大掃除。 会社内 と 地域貢献のために会社周辺地域の草刈りやゴミ拾いなどを実施。
       今年は5月27日と12月28日に実施しました。

これからも、“ 地域のリーディングカンパニー ‼ ” を目指して、健全経営、健康経営、そして環境に配慮した
“ 環境経営 ” にも取り組んでまいります。

5月

12月
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